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【背景】 

免疫チェックポイント阻害剤は、
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【研究の成果】 
研究グループは、161 名の免疫チェックポイント阻害剤を受けた腎細胞がん患者を
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【研究の意義と今後の展開や社会的意義など】 
 近年、免疫チェックポイント阻害剤が保険適応となるがん種は拡大し続けており、多くの診療科で

治療を行っています。そのため本研究の成果は、多くの診療科や臨床現場に応用できる可能性を秘め

ています。 

 現在までに、好酸球がどのようにirAE 発症に関与しているか詳細なメカニズムはわかっていませ

ん。そのため、研究グループはirAE 発症メカニズムの解明を目指した基礎研究を行っています。最終

的には、好酸球を標的としたirAE 発症を予防する新規治療薬の創出を目指しています。 




